山梨県身体障害者補助犬育成貸与事業実施要綱
（目的）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１条　この事業は、身体障害者補助犬を育成し、貸与（タンデム方式による貸与を含む。以下　同じ。）することにより、視覚障害者、肢体不自由者及び聴覚障害者の社会活動への参加を促　進し、その福祉の増進を図ることを目的とする。
（定義）
第２条　この要綱において「身体障害者補助犬」とは、盲導犬、介助犬及び聴導犬をいう。
２　この要綱において「視覚障害者」とは、身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号。以下「　　法」という。）第15条第４項の規定により身体障害者手帳の交付を受けている者で身体障害者　福祉法施行規則（昭和25年厚生省令第15号。以下「省令」という。）別表第５号に掲げる視覚　障害程度が１級に該当する者をいう。
３　この要綱において「肢体不自由者」とは、法第15条第４項の規定により身体障害者手帳の交　付を受けている者で省令別表第５号に掲げる肢体不自由程度が１級又は２級に該当する者をい　う。
４　この要綱において「聴覚障害者」とは、法第15条第４項の規定により身体障害者手帳の交付　を受けている者で省令別表第５号に掲げる聴覚障害程度が２級に該当する者をいう。
５　この要綱において「盲導犬」とは、道路交通法（昭和35年法律第 105号）第14条第１項に規　定する政令で定める盲導犬であって、身体障害者補助犬法（平成14年法律第49号）第16条第１　項の認定を受けているものをいう。
６　この要綱において「介助犬」とは、身体障害者補助犬法第２条第３項に規定する介助犬をい　う。
７　この要綱において「聴導犬」とは、身体障害者補助犬法第２条第４項に規定する聴導犬をい　う。
（実施主体）
第３条　この事業の実施主体は山梨県とする。
（身体障害者補助犬の育成）
第４条　知事は、この事業に要する身体障害者補助犬の育成については、各身体障害者補助犬訓　練事業者へ委託して行う。
２　知事は、身体障害者補助犬としての適性を有する犬を選択するとともに、必要に応じ医療を　提供する者との連携を確保しつつ、これを使用する身体障害者補助犬の貸与を受ける者の状況　に応じた訓練を行い、良質な身体障害者補助犬を育成すると認められる訓練事業者に委託する　ものとする。
（貸与対象者）
第５条　身体障害者補助犬の貸与を受けることのできる者は、次の各号の要件を備えた者とする。
　①　満１８歳以上の者であって、県内に１年以上居住している者　
　②　盲導犬にあっては視覚障害者、介助犬にあっては肢体不自由者、聴導犬にあっては聴覚障　　害者であること。
　③　社会活動への参加に効果が認められる者
　④　身体障害者補助犬を適切に利用し、飼育できる者
　⑤　自己所有以外の家屋に居住する者にあっては、身体障害者補助犬の飼育について、その家　　屋の所有者又は管理者の承諾が得られる者
　⑥　現に身体障害者更生援護施設等に入所していない者
（貸与条件）
第６条　身体障害者補助犬の貸与を受けた者（以下「借受者」という。）は、次の各号に定める　事項を遵守しなければならない。
　①　身体障害者補助犬を虐待し、又は放置してはならないこと。
　②　身体障害者補助犬に必要な給食を欠かさないこと。
　③　身体障害者補助犬を第三者に売却し、若しくは担保に供し、又は貸し付けないこと。
　④　身体障害者補助犬が第三者に危害を加え、又は危害を加えられた場合などの事故処理にあ　　たっては、借受者の責任において処理すること。
　⑤　その他身体障害者補助犬の飼育及び管理について関係法令を遵守すること。
（申請）
第７条　身体障害者補助犬の貸与を受けようとする者は、身体障害者補助犬貸与申請書（第１号　様式）に次の書類を添え、居住地を管轄する保健福祉事務所長を経由し、知事に提出するもの　とする。
　①　住民票謄本
　②　飼育承諾書（自己所有以外の家屋に居住する者のみ提出すること。第２号様式）
（調査等）
第８条　申請書を受理した保健福祉事務所長は、当該申請書の記載事項の確認及び必要な調査を
　行い、身体障害者補助犬貸与調査書（第３号様式）を作成のうえ、知事あて進達するものとす　る。
（貸与候補者の選考）
第９条　知事は進達された書類の内容を審査し、身体障害者補助犬貸与候補者（以下「貸与候補者」という。）を選考するものとする。
２　知事は、選考の結果を保健福祉事務所長を経由して申請者に通知するものとする。
（訓練）
第10条　貸与候補者は、知事の委託する訓練事業者において、身体障害者補助犬を使用する訓練　を受けるものとする。
（身体障害者補助犬に必要な能力の認定）
第11条　介助犬及び聴導犬にあっては、身体障害者補助犬法第16条第１項の規定により、必要な　能力を有する旨の認定を受けるものとする。
（貸与の決定）
第12条　知事は、第10条の訓練の結果並びに第11条の結果に基づき、貸与候補者の中から貸与が　適当と認められる者を決定し、身体障害者補助犬貸与決定通知書（第４号様式）を保健福祉事　務所長を経由して本人に通知するものとする。
２　知事は、第10条並びに第11条の結果、不適当と認められるときは、保健福祉事務所長を経由　して、貸与候補者へ通知するものとする。
（報告）
第13条　借受者は、次の各号の一に該当するときは、身体障害者補助犬借受者報告書（第５号様式）を速やかに知事に届け出るとともに、身体障害者補助犬としての機能を果たさなくなったときは、身体障害者補助犬返還（死亡）届（第６号様式）を提出し、速やかに身体障害者補助犬を　知事の指定する場所に返還する（死亡を除く）ものとする。ただし、知事が特に必要と認めた　ときは、身体障害者補助犬の返還を要しないものとする。
　①　居住地又は氏名を変更したとき
　②　第５条に規定する要件を欠いたとき
　③　身体障害者補助犬が死亡又は老衰、事故等により身体障害者補助犬としての機能を果たさ　　なくなったとき
（返還）
第14条  知事は、借受者が第６条に規定する貸与条件に違反し、改善の見込みがないとき等は、　身体障害者補助犬貸与取消通知書（第７号様式）を交付し、身体障害者補助犬を知事が指定し　た場所に返還させるものとする。
（費用負担）　
第15条　この事業に要する費用の負担は次の各号のとおりとする。
　①　県は、無償で身体障害者補助犬を貸与するものとする。
　②　第10条に定める訓練期間中の経費は、貸与候補者の負担とする。
　③　身体障害者補助犬の飼育、管理等に伴うすべての経費は、借受者の負担とする。　
（賠償責任）
第16条　知事は、借受者が第６条に定める貸与条件に違反したと認めるときは、借受者から身体　障害者補助犬の育成・貸与に要した費用の全部又は一部を賠償させることができるものとする。
（帳簿の整備）
第17条　知事は、身体障害者補助犬貸与台帳（第８号様式）を備えるものとする。
　　附　則
　１　この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。
  ２　当分の間、第２条第５項中「政令で定める盲導犬であって、身体障害者補助犬法（平成14　　年法律第49号）第16条第１項の認定を受けているもの」とあるのは、｢政令で定める盲導犬」   　とする。
　３　「山梨県盲導犬育成貸与事業実施要綱」については、廃止する。
　４　施行日から平成１６年５月３１日までの間に、前項による廃止前の「山梨県盲導犬育成貸　　　与事業実施要綱」に基づき申請、調査されたものについては、この実施要綱により申請、調　　　査されたものとみなす。
　５　本要綱の施行日において、現に「山梨県盲導犬育成貸与実施要綱」に基づき貸与されてい　　　る盲導犬は、本要綱に基づき貸与されたものとみなす。
　６　この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。
（第１号様式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県知事　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体障害者補助犬貸与申請書
　　　次のとおり身体障害者補助犬の貸与を申請します。
	
	 ﾌ  ﾘ  ガ  ﾅ
 氏      名
	 　　　　　　　　　　　　
	 性別
	 男
 女
	 生年月日
	 明治
 大正    年    月    日
 昭和
平成    （      歳）
	

	
	 住      所
	 〒
	 TEL
	

	
	 貸与を希望する補助犬の種類
	     　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬
	

	
	 申請種別
	  新規　更新　タンデム（使用者氏名 　　　　　　申請者との続柄    　　）
	

	
	 身体障害者
 手帳番号
	     県第          号
       年    月    日交付
	 等
 級
	         級
	 障害
 種別
	
	

	
	 職      業
	
	
	

	
	 勤務先名称
	
	 TEL
	

	
	 住居の状況
	 　１  自宅（戸建・集合） 　２  県営住宅（戸建・集合）
 　３  市町村営住宅（戸建・集合）
   ４  公社・公団住宅（戸建・集合） 　５  民営住宅 （戸建・集合）
	

	
	 家族の状況
	   氏                名
	   続  柄
	 年  齢
	   職      業
	 備    考
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（第２号様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　山梨県知事　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家屋の所有者又は管理者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　
身体障害者補助犬飼育承諾書
　　身体障害者補助犬の飼育について、承諾します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 家  屋  借  受  人
	

	 家  屋  所  有  者
	

	 家  屋  所  在  地
	

	 契約期間
	

	     備      考
	


（第３号様式）
身体障害者補助犬貸与調査書
	 ﾌ  ﾘ  ガ  ﾅ
 氏      名
	 　　　　　　　　　
	 性別
	 男
 女
	 生年月日
	 明治
 大正        年    月    日
 昭和   
平成         （        歳）

	 住      所
	
	 TEL

	 　補　助　犬　の　種　類
	     　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬

	 申請種別
	  新規　更新　タンデム（使用者氏名 　　　　　　申請者との続柄    　　）

	 県民となってからの期間
	         年    月から  （        年      か月）

	 身体障害者
 手帳番号
	     県  第        号
       年    月    日交付
	 等
 級
	       級
	 障害
 種別
	

	 職      業
	
	

	 勤  務  先
	

	
 住居の状況
	  １  自宅（戸建・集合） 　２  県営住宅（戸建・集合）
  ３  市町村営住宅（戸建・集合）
  ４  公社・公団住宅（戸建・集合） 　５  民営住宅 （戸建・集合）

	
	

	
	

	 調  査  員
 職・氏名
	   上記のとおり確認しました。
     令和    年    月    日      調査者                          

	 保健福祉
 事務所長
 の意見
	 （意見）
     令和    年    月    日
                                    保健福祉事務所長           


（第４号様式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県知事
身体障害者補助犬貸与決定通知書
　　　　令和　　年　　月　　日付けで申請のあった身体障害者補助犬を次のとおり貸与するこ　　とに決定したので、通知します。
	
	 補
 助
 犬
	 補助犬の種類
	     　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬
	

	
	
	   犬    名
	
	 貸　与  番  号
	
	

	
	
	   犬    種
	
	 生  年  月  日
	
	

	
	
	   性    別
	   おす  ・  めす
	   毛      色
	
	

	
	
	   高    さ
	
	   特      徴
	
	

	
	 貸与年月日
	         　　    年    月    日
	

	
	 引渡方法
	
	

	
	 貸与条件
	 １  要綱第６条による事項を厳守すること。
       （貸与条件）
 ２  要綱第１３条による事項が生じたときは、必ず報告する
     こと。
       （死亡及び内容の変更）
	


（第５号様式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　山梨県知事　　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　
身体障害者補助犬借受者報告書
　　　　このことについて、次の事由が生じたので報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告の事由　（変更の場合は内容を記入する。）
　　　　　　①

　　　　　　②

　　　　　　③

	
	 補
 助
 犬
	 補助犬の種類
	   　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬
	

	
	
	   犬    名
	
	 貸　与  番  号
	
	

	
	
	   犬    種
	
	 生  年  月  日
	
	

	
	
	   性    別
	   おす  ・  めす
	   毛      色
	
	

	
	 貸与年月日
	         　　    年    月    日
	


（第６号様式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　山梨県知事　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者  住所                         
                                                氏名
身体障害者補助犬返還（死亡）届
　　令和　　年　　月　　日付けで貸与を受けた身体障害者補助犬を次のとおり返還します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（が死亡したので届け出ます。）
	
	 補
 助
 犬
	 補助犬の種類
	    　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬
	

	
	
	   犬    名
	
	 貸　与  番  号
	
	

	
	
	   犬    種
	
	 生  年  月  日
	
	

	
	 貸与年月日
	   　　   年    月    日
	

	
	 補助犬返還理由
	  １　老衰、不測の事故により身体障害者補助犬としての機
 　能を果たさなくなった。
  ２  負傷・病気等のため入院し、長期の療養を要する
  ３  その他
      （                                             ）
	

	
	 補助犬死亡理由
	
	


（第７号様式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県知事
身体障害者補助犬貸与取消通知書
　　　　令和　　年　　月　　日付け　　第　　　　号で決定した身体障害者補助犬の貸与を
　　　次の理由により取り消しますので、速やかに指定の場所に身体障害者補助犬を返還して
　　　下さい。
	
	  借受者氏名
	
	

	
	 補
 助
 犬
	 補助犬の種類
	    　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬
	

	
	
	   犬    名
	
	 貸　与  番  号
	
	

	
	
	   犬    種
	
	 生  年  月  日
	
	

	
	 　取消年月日
	    令和    年    月    日
	

	
	   返却場所
	
	

	
	 取消理由
	
	


（第８号様式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体障害者補助犬貸与台帳
	 貸与番号
	
	 貸与年月日
	     令和    年    月    日

	 借
 受
 者
	 ふ  り  が  な
 氏          名
	 　　　　　　　　　　　　　
	 性    別
	       男        女

	
	
	
	 職    業
	

	
	 生年月日
	
	 勤務先
	

	
	 住所
	 〒
	 ＴＥＬ
	

	
	 身体障害者
 手帳
	 番  号
	       県  第          号            年    月    日交付

	
	
	 障害名
	
	 等級
	             級

	
	 住居種別
	

	 補
 助
 犬
	 補助犬の種類
	      　  盲導犬　　・　　介助犬　　・　　聴導犬

	
	   犬      名
	
	   犬      種
	

	
	 生年月日
	
	   性      別
	     おす  ・  めす

	
	   毛      色
	
	   高      さ
	

	
	   特      徴

	 （備考）


